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会      期 ： 2026年9月5日（土） ・ 6日（日）
会      場 ： 京都府立京都学・歴彩館

世話人代表 ： 天谷　文昌
京都府立医科大学　麻酔科学教室　教授


第4５回鎮痛薬・オピオイドペプチドシンポジウム

世話人代表挨拶

このたび、第45回鎮痛薬・オピオイドペプチドシンポジウムの世話人代表を拝命いたしました、京都府立医科大学の天谷と申します。長い歴史と伝統を有する本シンポジウムを開催できますこと、大変光栄に存じます。第45回シンポジウムは、2026年9月5日（土）・6日（日）の2日間、京都府立京都学・歴彩館にて開催いたします。京都学・歴彩館は下鴨の静謐な環境に位置し、地下鉄烏丸線・北山駅から徒歩4分とアクセスも良好で、研究交流に最適な会場です。
本シンポジウムの母体である鎮痛薬・オピオイドペプチド研究会（JNRC）は、International Narcotics Research Conference（INRC）の日本チャプターとして国際的にも位置づけられており、鎮痛薬、オピオイドの領域において国内外で活躍する基礎研究者と臨床医が結集する歴史ある学術コミュニティです。年1回の本会では、オピオイド鎮痛薬ならびに各種鎮痛薬・関連薬物の創薬、疼痛・痒みの機序、脳機能との関連、さらに遺伝学的観点からの疼痛の難治化や薬剤感受性など、基礎分野の最新知見を幅広く共有いたします。臨床分野では、急性痛・がん性疼痛・非がん性慢性疼痛など、さまざまな疼痛疾患における薬物療法のアップデート、治療効果と現状の課題、創薬への示唆など、国内外の最前線の知見を学べる機会を提供します。一般演題では研究者や臨床医が基礎医学、臨床医学双方の領域を越えて活発に議論する時間を重視し、新たな発見と相互理解を育む場としての価値を一層高めてまいります。皆さまのご参加を心よりお待ち申し上げます。

本シンポジウムの開催におきましては、質素・簡素を旨とし、コンパクトな運営に努めてまいりたいと思っております。 しかしながら、会場の使用に関しましても有料であり、国内外からの招聘講演者への諸費も必要となります。本シンポジウムの開催主旨をご理解いただき寄附・協賛、共催セミナー、企業展示、広告掲載等、貴社のご協力を賜りたくお願い申し上げます。
末尾ではございますが、皆様のご健康、ご活躍を祈念しております。
2025年9月吉日
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AI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。]
第 45 回鎮痛薬・オピオイドペプチドシンポジウム
世話人代表　京都府立医科大学 麻酔科学教室
天谷 文昌　拝
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開 催 概 要

	· 会議の名称
	第45回鎮痛薬・オピオイドペプチドシンポジウム


	· 開催期日
	2026年9月5日（土）・6日（日）


	· 開催場所
	京都府立京都学・歴彩館
〒606-0823　京都市左京区下鴨半木町1-29


	· 世話人代表
· 
	天谷 文昌
京都府立医科大学　麻酔科学教室　教授


	· 予定参加者数
	約150名


	· 開催の目的
	鎮痛薬・オピオイドペプチド研究会の目的は鎮痛薬およびオピオイドペプチドの薬理あるいは生理作用を中心に痛みの制御の問題等を基礎・臨床の両面から幅広く捉え、これらの研究の向上を図り、INRC と密接な関係を維持しつつその成果を普及することです。
研究会の主要な事業として毎年開催される鎮痛薬・オピオイドペプチドシンポジウムは、わが国における鎮痛薬およびオピオイド研究を組織的に進める唯一の会合であり、日本におけるオピオイドの研究は本シンポジウムで常に集大成されています。


	· 主催事務局
	京都府立医科大学　麻酔科学教室・疼痛緩和医療部
〒602-8566　京都市上京区河原町通広小路上る梶井町465


	· 運営事務局
(申込先・問い合わせ先)
	株式会社コングレ内
〒530-0005　大阪市北区中之島4-3-51
Nakanoshima Qross 未来医療R＆Dセンター
Tel. 06-7653-3188
E-mail：45jnrc@congre.co.jp


	· プログラム(予定)
	１）特別講演
２）教育講演
３）シンポジウム（一般演題）
４）共催セミナー
５）機器展示
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収支予算書
■収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【単位：円】
	項 目
	金 額

	参加費（一般 8,000 円× 120 名）
	960,000

	参加費（その他 3,000 円× 10 名）
	30,000

	懇親会費（会員 5,000 円× 80 名）
	400,000

	企業展示収入（132,000 円× 2 社）
	264,000

	広告収入
	550,000

	共催費（550,000 円× 4 社）
	2,200,000

	補助金
	1,100,000

	寄付金
	370,000

	合計
	5,874,000



■支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　【単位：円】
	項 目
	金 額

	会場費
	850,000

	運営機材費
	1,050,000

	人件費
	650,000

	プログラム抄録集製作費
	660,000

	招聘費
	874,000

	講師・座長他 \15,000 × 10 人
	150,000

	懇親会費
	400,000

	世話人会（お弁当）※スタッフ分含む
	150,000

	ドリンクサービス費（世話人会昼食代含む）
	30,000

	通信費
	80,000

	消耗品費
	90,000

	業務委託費
	890,000

	合計
	5,874,000



■ご支援を必要とする理由
本シンポジウムを開催するにあたり、必要とする経費は約 587 万円と推計されております。
参加費徴収にも慣例上限度があり、諸団体・諸会社からのご支援に頼らざるを得ないのが実情で
ございます。諸費ご多端な折り、誠に恐縮に存じますが、本会の果たすべき使命を十分ご理解
いただき、ご寄付を賜りますようお願い申し上げます。
■企業活動と医療機関等の関係の透明性ガイドラインについて
各種共催申込に関しまして、日本製薬工業協会の「企業活動と医療機関等の関係の透明性ガイド
ライン」に基づき「共催企業様と医療機関及び医療関係者との関係の透明性に関する指針」に従い、学会等の会合開催にかかる費用を公開することについて了承いたします。

第4５回鎮痛薬・オピオイドペプチドシンポジウム

寄付金募集要項

	· 主催団体および代表者
	第45回鎮痛薬・オピオイドペプチドシンポジウム
世話人代表  天谷 文昌
京都府立医科大学　麻酔科学教室　教授

	· 寄付の目標額
	370,000円


	· 寄附金の
受付期間
	2025年10月1日（水）～2026年9月4日（金）



	· 寄付金の用途
	第45回鎮痛薬・オピオイドペプチドシンポジウム開催（準備と当日運営）の費用


	· 税法上の取扱い
	この寄付金に対する免税措置はございません。


	· 寄付金申込方法
	添付しております申込書に必要事項をご記入の上、運営事務局宛にメールにてお送りください。


	· 寄付金申込書
送付先
	株式会社コングレ内
〒530-0005　大阪市北区中之島4-3-51
Nakanoshima Qross 未来医療R＆Dセンター
Tel. 06-7653-3188
E-mail：45jnrc@congre.co.jp


	· 寄付金振込先
	銀 行 名：京都銀行　出町支店
口座種別：普通口座
口座番号：3817591
口座名義：第45回鎮痛薬・オピオイドペプチドシンポジウム 会長 天谷文昌
      　　（ダイヨンジユウゴカイチンツウヤク・オピオイドペプチドシンポジウム カイチヨウ アマヤフミマサ）



※企業活動と医療機関等の関係の透明性ガイドラインに基づき本寄附金について開示する事に同意します。
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寄付申込書

年　　月　　日

第45回鎮痛薬・オピオイドペプチドシンポジウム開催にあたり、目的・事業に賛同し、
その運営資金として下記の金額を寄付します。

	フリガナ
	

	貴社名
	

	フリガナ
	

	ご担当者
	

	フリガナ
	

	所在地
	〒　　  -


	電話
	

	メール
	

	E- mail
	

	寄付金額
	　　　　　　　　　　　　円

	振込予定日
	年	　月	　日

	備考
	


申込書送信先：第45回鎮痛薬・オピオイドペプチドシンポジウム運営事務局
Email : 45jnrc@congre.co.jp
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